
平成20年８月27日　高齢者も障害者も元気いきいき街づくり

内 閣 総 理 大 臣 賞 は 土 浦 が 原 点 だ っ た

ホ テ ル ・ マ リ ー ナ の バ リ ア フ リ ー 発 祥 の 地 　 土 浦

セ イ ラ ビ リ テ ィ ー 土 浦 　 代
表 　 秋 元 昭 臣

　私は小学校から高等学校まで土浦、大学は東京、京成

ホテルに就職して何年か離れましたが、今に至るまで土

浦住まい、全くの土浦っ子です。

　父がヨットをやっていたのが縁で高等学校ではヨット部、レースをよそにもっぱら、クルージング

を楽しみ、 OB 会を通して今でもその絆が大きく役立っています。

　奥那須や千葉、土浦、ボウリング場、居酒屋、マリーナ、本社を転勤して色々な事を学びました。

本社では企画部として、新規事業の立ち上

げ、施設の統括管理、技術者会の統括、バリ

アフリーに関しての教育等を担当してきまし

た。バリアフリーに関しては足掛け16年にわ

たって携わってきました。

工夫と努力、チームワーク  で「お金をかけないバリアフリー」

　京成ホテルは平成15年にバリアフリー化功労者表彰で内閣総理大臣賞を頂きました。３２団体が推

薦されていたそうですが、その中での表彰は思いもかけないことでした。

 表彰は「お金をかけないバリアフリー」すなわち、工夫と努力と、チームワーク。一番大切なこと

は、お客様をおもてなしして、喜んで帰って頂く「気持ち・心がけ」です。

　この取り組は全てが、今はなき、土浦京成ホテルの活動から始まったのです。そのきっかけは、土
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浦のホテルが千葉ホテルに次いで古い建物であり、バリアフリーに改造するには人材やホテルの営業

体制、お客様との連携が他のホテルより優れていたからです。

　施設を管理していた「電気室」の存在が大きく貢献していました。更に営業の支配、副支配人は、

バリアフリー化に協力的であり、いろいろな改造について理解してくれました。副支配人とは都内で

開かれていた、旅行業者、航空会社、障害者、医者、ホテル、旅館などが会員になっている「もっと

優しい旅への勉強会」に参加して、バリアフリーに関する情報を収集、共に勉強しました。その仲間

が土浦ホテルに来てくれて、アドバイスをもらいながら改修をして行きました。先ずは、介護ショッ

プに捨てられていた車いすを電気室で修理して各事業所に配布しました。

アドバイス（クレーム）は  技術者会で検討、情報を共有

　土浦でもその車に乗って館内を見て歩き、バリアを確認し、スロープを作って対応したのです。

  車いす仲間が来てくれて、アドバイスをいただき、いただいたアドバイス（クレーム）を「京成ホ

テル技術者会」（各ホテルの電気室の集まり）で検討し、情報を共有しました。同様にして、各種の

障害を持つ仲間に土浦に来てもらい、それぞれの障害についての不自由を、営業担当者と共に聞いて

仕事に反映させてきました。仲間の旅行会社は送客で、投資効果を高めてくれました。それによっ

て、社内でバリアフリーの価値が認められて予算を獲得し、バリアフリー化が継続出来たのです。

　ホテル、ボウリング、遊覧船、マリーナと他のホテルに比べて、いろいろな施設があり様々なお客

様が来てくれたことも大きな要因でした。遣り甲斐のある事業所でもありました。地理的にも千葉、

銚子、水戸、が等距離にあったことも理由の１つでした。

「地方の良さ」「土浦の良さ」

- 2 -



　土浦ホテルの広い中庭は盲導犬を使ってる方には、犬をフリーランさせる場所として喜ばれ、盲導

犬使用者の２組のご夫婦は毎年お正月に , 付き添い無しで泊に来てくれました。理由を聞いたここが

ありましたが「土浦の人たちがとても好きになった。」からだそうです。

　土浦人の、親切で優しい人柄が好かれたのでした。いろいろな方が土浦のホテルをご利用になっ

て、土浦のファンになり、本当に親身になって障害について、介助について、料理について教えて頂

きました。都会とは違った「地方の良さ」「土浦の良さ」を感じてくれたものだと思います。ホテル

もそれに応えるべく、車いすの仲間の結婚式に

合わせて、チャペルの改修をしたり、宴会場を

バリアフリー化して、意見をもらい、さらに次

の改修に生かすことが出来ました。今考えてみ

ると、土浦と言う地域、そこに住む人、ホテル

の従業員が優しい心を持っていたからだと思い

ます。バリアフリーの取り組みは車いすから始

まり、次はトイレの改修。１号改修トイレから７号トイレまでに進歩しました。そんな中で、ホテル

では日本で初めての「オストメイト対応のトイレ」を持ったのでした。

　会社の理解と社会の流れから、お金のかかるエレベータのバリアフリー化も行える程になり、土浦

の結果をさらにシェイプアップして、銚子市の犬吠埼京成ホテルを改修、バリアフリーな温泉と共に

営業にも貢献しています。さらには新築の千葉ホテルにも波及させることが出来ました。ここでも、

障害を持った利用者とエレベータの設計者との出

会いを演出して、お互いの理解を深めてもらいま

したので、安くて、使い易いエレベータが出来、

メーカーの方にも感謝されました。

見学、意見交換、仲間の障害者の意見

　最後に残ったのが、客室のバリアフリー化「バ
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リアフリールーム」への改修でした。

 技術者会で、いろいろなホテルを見学、意見交換をし、仲間の障害者の意見を聞き、最低限必要な

ことは何なのか「ワンポイント」を探し出すことが出来ました。それによって、メーカーと協議し

て、土浦ホテルの洋室を改修することにし、格安で使い易い水回りを作りました。この工事はメーカ

ーのモデル工事として発表されるほどでした。コストは通常の３分の１で出来たのですが、利用者か

らは「考えられていて、使いやすい」との褒め言葉をもらいました。

　東横インで問題になった様に、その利用率を高める為、当時の高級な電動ベッドを導入し、ビジネ

スマンが部屋を指名してくれる程で、利用率の問題は解決されました。この、バリアフリー施設を特

別扱い、特定な利用に限らない手法はその後も守ってきました。

子どもも  障害者も  高齢者も「誰でも楽しもう霞ケ浦」

　総理大臣賞を受賞して以来、南は熊本、北は北海道まで講演に行くことがありました、そこで感じ

た事は、土浦の住みやすさでした。霞ケ浦の恩恵を受けての豊富な水の自然と資源。東京から１時間

の適度な距離、海・山に近く平坦な土地、肥沃な土地で行なわれる農業、歴史ある街並み、まさに故

郷（くに）を離れて知る良さが沢山ある街だったのです。その自然や立地を生かし、住み易い街を作

る困難さは他所に比べたら少ないと思われます。    

　現在は、土浦駅の東にある「ラクスマリーナ」で霞ケ浦を生かしたマリンスポーツを多くの人たち

に楽しんでもらうイベント事始めました。「誰でも楽しもう霞ケ浦」この７月には第14回海の日大会

が開かれ、 120人もの参加がありました。マリーナに来ているボランテイァの方の力を借りて、各種
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船の乗船体験を行なうイベントです。メインになるのは「アクセスディンギー」と言う、長さ２、３

ｍ小型ヨット。障害を持った方や子供でも直ぐ乗れてしまい、絶対倒れないと言うオーストラリア製

の２人乗りの船です。カヌーや大型セイルクルーザー、モーターボート免許の試験艇も試験官が乗っ

て試験コースを操縦体験させてくれます。子供たちには、投網で捕った魚を入れた「タッチ水槽」が

人気です。太鼓に合わせて20人で漕ぐ「ドラゴンボート」も大人気です。

新しい街づくり  観光のバリアフリーで活性化を  ！

　霞ケ浦は土浦の自然の恵みの窓口です、市民の方をはじめ、障害を持った人も、子供も高齢者も来

て欲しい場所です。ヨットを楽しみに来てくれる視覚障害者の方も安全に安心してマリーナに来られ

ることが第一と考えています。そんなこともあって、マリーナやマリンスポーツのバリアフリー化か

ら自分の住む街、土浦へのバリアフリーの取り組みを滝野さんの呼びかけで始めました。

　飛騨高山がバリアフリー化によって、まちづくりを行い観光が活性化したと同時に住み易い街にな

った事例もあります。優しい自然環境と「豊かなおもてなしの心」を持っている土浦がバリアフリー

化を切り口に新しい街づくりや観光に力を入れてゆくことは、そこに住む私たちにも恵みがあること

を信じて、自分の持分で、広い連携の中で、わずかであっても出来るだけの活動をして行きたいと考

えています。
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